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資料２



〇吉備中央町のモデル地区(東村)の進捗状況

2
地域の現状と課題 将来の地域農業の方向性

・吉備中央町は岡山県の真ん中に位置する中間農業地域。
・⼈・農地プランは、中山間地域等直接⽀払制度による集
落協定単位で作成されている。
・中山間集落協定においては集落
戦略作成のため、令和２年度から協
定内で話し合いを継続して実施して
いる。
・令和４年度12月、集落戦略作成の
ためのアンケート調査、令和５年10
月、農業法⼈、認定農業者等に経営
意向調査を実施済みである

・中山間地域においては、同一大字内であって
も⽔系や農地の団地化の経緯、⻑年の営農活動
の歴史などにより、著しく営農条件が異なって
いる。
・この営農条件の違いや、⻑年の営農活動の歴
史を一番取り込んで、実際の活動実態や単位と
なっているのが、中山間の集落協定であること
から、集落戦略をベースに地域計画の策定を進
め、中心となる農事組合法⼈等への農地の集積
を進める。
・まずは当地域で取り組みを開始し、
他の地域への波及を図る。

〇吉備中央町の取り組みの概要

１ モデル地区(東村)の概要
１ 対象農地

全農地 108.4ha（・田 63.4ha 、 畑 40.2ha 、 樹園地 4.8ha）

２ 構成農家概要

○農業生産法⼈ ３経営体

○認定農業者 ８経営体

○認定新規就農者 ２経営体

○個⼈農家 42経営体

３ 経営作目別農家⼾数

経営作物は⽔稲が中心。

果樹経営も盛んである。
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〇吉備中央町のモデル地区(東村)の進捗状況
2 モデル地区(東村)に選定した経緯

①令和元年１２月に集落内の農業者に対し、⼈・農地プランの実質化に際しアンケートを実施済みであること
②令和元年１２月に上記のアンケートを基に、集落座談会を実施済みであること
③令和４年１２月に中山間集落協定における集落戦略作成のためのアンケートを実施済みであること

3 地域計画の取り組みに合わせて行ったこと

〇令和元年と令和４年に⾏った意向調査アンケート分析



4

〇吉備中央町のモデル地区(東村)の進捗状況

【実施済み】

� 令和５年12月9日 中山間、多面、自治会の各役員と地元農業委員、町職員で座談会を実施、合わせて、地
域計画の素案を提示する

⇒制度などの説明を中心に、協⼒を依頼

⇒地元農業委員も話し合いに参加した

⇒話し合いの中で出た課題や問題点など

を基に次回の話し合いへつなげる

【今後の実施予定】

� 令和６年３月中旬 地域計画の案を地

域の主要な担い手に提示

5 モデル地区(東村)の進捗状況

4 地域計画の取り組みに合わせて行ったこと

〇令和元年と令和４年の意向調査アンケート分析結果の⾒える化



〇吉備中央町の地域計画の取り組み進捗状況
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1 モデル地区(町独自設定のモデル地区)の取り組み状況

◆美原地区 地域計画 取り組み状況

【実施済み】

� 令和５年12月１日 中山間、多面、自治会
の各役員と町職員(農業委員会担当者と

地域計画担当者)で話し合いを実施

【今後の実施予定】

� 令和６年１月中旬〜２月中旬 地域計画の
案を作成

� 令和６年３月中旬 地域計画の案を地域の
主要な担い手に提示

◆柏木・大沢地区 地域計画 取り組み状況

【実施済み】

� 令和５年11月26日 地域の主要な担い手が集まって意向
を確認

� 令和５年11月28日 地域計画の案を地域の主要な担い手
に提示

【今後の実施予定】

� 令和6年3月中旬目途 協議の場の結果を公表予定

� 令和6年4月中旬 関係者の意⾒聴取開始

⇒農業委員会、農地中間管理機構、農業協同組合へ

○柏木・大沢地区 農家配点別地図

R5.12.1 地区役員との座談会



〇吉備中央町の地域計画の取り組み進捗状況
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1 モデル地区以外の取り組み状況

� 実施済み地区

・2/17 竹部投打地区 3/3 高富柿山地区 3/5 上竹田中地区 3/8 富永森上地区

� 実施予定地区

・3/15 吉⻑川東地区 3/16 井原地区 3/17 ⿊山地区

� 令和６年4月以降

・その他の地区でも、地区の会合に積極的に参加予定

・中山間集落協定の代表者と役員向けに個別の協議を随時実施予定

2 地域計画全般の取り組み

〇取り組み①
GISを使用した、対象地区の現状地図の作成
と目標地図の素案の作成

〇取り組み②
Accessで地域計画の整理用アプリを作成、
計画書や公表様式を準備



〇吉備中央町の地域計画の取り組みについて
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地域計画

中山間集落
協定

⼈・農地プ
ラン

多面的機能
活動組織

GISや独自アプ
リで省⼒化

独自の説明資料
で協議の場を進
めやすくする

地図による⾒え
る化

中山間集落協定、⼈
農地プラン、多面組
織でのアンケートや
会議など、既存の取
り組みを流用

新たに地域計画を作
成するのではなく、
既存の取り組みを総
括する形で作成

【進める上での考え方】

①地図による徹底的な⾒える
化を⾏う

②GISや独自アプリによる省⼒
化

③独自の説明資料で協議の場
を進めやすく

☆地域計画は、作成するより作成してからの方が重
要！完璧を目指すより、まず終わらせる！
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